
日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
副
委
員
長
・
参
院
議
員

と
、
ふ
な
や
ま
由
美
仙
台

市
議
・
衆
院
東
北
比
例
予

定
候
補
を
迎
え
、
演
説
会

が
５
月

日
、
出
羽
庄
内

28

国
際
村
で
開
か
れ
３
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に

月
に
予
定
さ

10

れ
て
い
る
鶴
岡
市
議
選
の

４
人
と
酒
田
市
議
選
の
２

人
の
予
定
候
補
者
、
衆
院

選
山
形
３
区
予
定
候
補
の

長
谷
川
剛
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

第
一
次
産
業
が
輝
く

政
策
進
め
た
い

ふ
な
や
ま
由
美
さ
ん
は

「
私
は
宮
城
県
南
部
の
農

家
に
生
ま
れ
育
ち
、
高
校

生
ま
で
は
田
植
え
も
稲
刈

り
も
や
っ
て
い
た
。
ヤ
ギ

を
飼
っ
て
乳
搾
り
や
鶏
を

飼
っ
て
卵
も
採
っ
て
い

た
。父

か
ら
は
お
米
一
粒
一

粒
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
に
は
作
っ
て

い
る
人
た
ち
の
汗
と
苦
労

が
あ
る
と
言
わ
れ
続
け
て

き
た
。

東
北
に
は
美
し
い
田
園

や
漁
村
な
ど
が
あ
り
、
私

は
古
里
に
誇
り
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
安
倍
政

権
は
農
業
を
ズ
タ
ズ
タ
に

し
て
し
ま
っ
た
。

農
家
の
戸
別
所
得
補
償

を
復
活
さ
せ
て

い
く
こ
と
、
そ

し
て
地
域
の
中

で

第

一

次

産

業
、
農
業
が
輝

い
て
い
く
よ
う

な
政
策
を
進
め

て
い
き
た
い
」

と

述

べ

ま

し

た
。

９
条
改
憲
、
共

謀
罪
…
暴
走

政
治
と
た
た

か
う田

村
智
子
さ

ん
は
、
安
倍
首

相
の
９
条
改
憲

発
言
や
「
共
謀

罪
」
法
案
な
ど

の
問
題
を
明
ら

か
に
し
、
暴
走
政
治
と
た

た
か
う
姿
を
い
き
い
き
と

語
り
ま
し
た
。

加
計
学
園
問
題
で
は
、

文
部
科
学
省
の
前
川
喜
平

・
前
事
務
次
官
の
記
者
会

見
の
証
言
に
つ
い
て
、「
前

川
さ
ん
は
文
教
科
学
委
員

会
で
論
戦
し
て
き
た
相
手

で
、
も
っ
と
シ
ャ
ン
と
答

弁
セ
ー
と
思
っ
た
方
が
、

あ
の
記
者
会
見
で
は
何
と

清
々
し
い
男
前
の
顔
か
と

思
っ
た
。
こ
れ
は
本
当
の

こ
と
を
話
し
て
い
る
な
、

こ
こ
ま
で
政
治
が
ゆ
が
め

ら
れ
た
、
こ
れ
で
は
ダ
メ

だ
と
い
う

潔

い
記
者
会

い
さ
ぎ
よ

見
だ
っ
た
。

片
や
、
前
川
さ
ん
が
話

し
た
こ
と
を
全
面
否
定
す

る
管
官
房
長
官
の
〝
悪
人

顔
〟
に
磨
き
が
か
か
る
、

非
常
に
対
照
的
だ
っ
た
」

と
い
う
話
に
会
場
が
大
き

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
で
は
、
「
政

治
が
歪
め
ら
れ
た
舞
台
と

な
っ
た
『
国
家
戦
略
特
区
』

の
法
案
が
参
議
院
で
審
議

さ
れ
る
。
私
が
質
問
の
準

備
を
し
て
い
る
。
こ
う
ご

期
待
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
「
安
倍
政
権
を

一
日
も
早
く
解
散
に
追
い

込
み
退
場
さ
せ
よ
う
」
と

呼
び
掛
け
る
と
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。
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５
月

日
の
自
公
維
３

23

党
に
よ
る
「
共
謀
罪
」
衆

院
強
行
可
決
に
抗
議
す
る

集
会
が
、
翌

日
鶴
岡
市

24

役
所
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「

話
し
合
う
だ
け
で
犯

罪
に
な
る
共
謀
罪
に
反
対

す
る
市
民
集
会
実
行
委
員

会
」
が
主
催
し
約

名
が

50

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
「
密
告
・
監

視
社
会
つ
く
る
な
」
「
テ

ロ
と
は
無
関
係
の
法
律
。

参
院
で
廃
案
に
」
な
ど
団

体
代
表
、
市
議
会
議
員
が

抗
議
の
声
を
上

げ
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

集
会
に
は
長

谷
川
つ
よ
し
衆

院
山
形
３
区
予

定
候
補
、
加
藤

太
一
市
議
、
菅

井
巌
市
議
も
参

加
し
ま
し
た
。

←
プ
ラ
カ
ー
ド

・
横
断
幕
な
ど

を
手

に
抗
議

集
会
に
参
加
し

た
市
民



産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
よ
る
行
政
視
察
が
５
月

日
～

日
に
行
わ
れ
、

17

20

兵
庫
県
養
父
市
と
同
県

や

ぶ

し

篠
山
市
、
奈
良
県
奈
良
市

さ

さ

や
ま
し

を
訪
れ
ま
し
た
。

養
父
市
で
は
山
林
面
積

が

％
を
占
め
、
農
家
一

84
戸
当
た
り
の
平
均
耕
地
面

積
は

㌃
余
り
と
小
規
模

30

な
兼
業
農
家
が
多
数
を
占

め
る
中
で
、
平
成

年
に

26

国
家
戦
略
特
区
「
中
山
間

農
業
改
革
特
区
」
に
認
定

を
受
け
て
、
農
家
以
外
の

企
業
法
人
の
参
入
も
推
進

し
て
い
ま
す
。

広
瀬
栄
市
長
は
「
全
国

一
律
の
農
業
政
策
で
は
こ

の
地
域
は
守
れ
な
い
」「
働

き
・
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
も
農
地
維
持
は
、
町
の

存
亡
問
題
だ
」
と
の
危
機

感
か
ら
、
特
区
制
度
に
取

組
ん
だ
」
と
決
意
に
至
っ

た
経
過
を
語
り
ま
し
た
。

篠
山
市
で
は
、
農
山
村

集
落
や
城
下
町
の
街
並
み

な
ど
、
国
か
ら
選
定
さ
れ

た
重
要
伝
統
的
建
造
物
保

存
地
区
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
、
人
を
呼
び
込
む

観
光
や
移
住
定
住
施
策
等

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
鶴
岡
市
と
共
通
す
る

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
、
日

本
遺
産
な
ど
の
話
題
な
ど

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し

ま
し
た
。

奈
良
市
で
は
「
奈
良
の

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

の
取
組
に
つ
い
て
、
大
和

茶
や
日
本
酒
、
特
産
の
イ

チ
ゴ
「
古
都
華
」
な
ど
に

つ
い
て
国
内
外
へ
の
販
路

拡
大
に
む
け
た
ブ
ラ
ン
ド

化
や
生
産
流
通
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

３
市
と
も
、
地
域
資
源

と
人
材
を
活
か
し
た
独
自

の
地
域
再
生
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
菅
井
巌
市

議
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応

北
朝
鮮
の
暴
挙
に
対
す
る
県
民
の
不

安
は
ま
っ
た
く
当
然
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
政
府
が
指
示
す
る
「
頑
丈

な
建
物
に
避
難
」
な
ど
と
い
う
訓
練
が

県
民
の
安
全
確
保
に
役
に
立
つ
と
は
と

て
も
思
え
ま
せ
ん
。

実
際
、
担
当
局
に
は
、
訓
練
に
反
対

す
る
意
見
が
、
賛
成
と
同
程
度
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

県
は
、
政
府
に
対
し
て
、
軍
事
的
手

段
を
排
し
て
対
話
に
よ
る
解
決
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
て
い
く
べ
き
で

す
。

（
県
議

関

徹
）

５
月
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
が
三
度
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
社
会
の
強
い
警
告
を
無
視
し
て

行
わ
れ
た
暴
挙
、
世
界
の
平
和
と
安
定

に
と
っ
て
の
重
大
な
脅
威
で
す
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
吉
村
知
事
は

４
月

日
の
定
例
記
者
会
見
で
「
弾
道

18

ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練

に
つ
い
て
市
町
村
と
協
議
す
る
」
と
表

明
、
５
月

日
に
危
機
管
理
・
く
ら
し

30

安
心
局
が
「
６
月
９
日
に
酒
田
市
と
共

同
し
て
同
市
荒
瀬
地
区
で
実
施
」
と
し

て
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

秋
田
県
男
鹿
市
、
山
口
県
阿
武
町
に

次
い
で
全
国
３
例
目
と
言
い
ま
す
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
5月30日入札分

・市公共下水道事業 汚水4Ｆ019－1号新設工事（平京田地内）（随意契約）
(株)山本組 1,950,000円（1,950,000円）工期～7/10（落札率100％）

5月26日入札分
・市公共下水道事業 汚水1Ｈ022～028号新設工事（岡山地内）（入札20業者）
菅睦建設(株) 35,700,000円（36,855,000円）工期～10/20（落札率96.87％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設102号新設工事(その1)（羽黒町後
田地内ほか）（入札13業者）
(株)山田工務店 55,380,000円（57,111,000円）工期～10/31（落札率96.97％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月25日入札分

・馬場町泉町線道路改良工事に伴う信号機等移設工事（馬場町地内）（入札4業
者）
(株)シスモ 4,950,000円（5,301,000円)工期～8/31（落札率93.38％）
・大山中道1号線ほか2路線 防護柵設置工事（大山三丁目地内ほか）（入札4業者）
(株)岡部建設 2,520,000円（2,767,000円）工期～9/11（落札率91.07％）
・平成28年災第2752号 市道少連寺長滝東目線道路災害復旧工事(繰越明許)
中止

学校給食センター入札結果（ ）内は予定価格
5月25日入札分

・鶴岡市学校給食センター食缶洗浄機設置工事
保留 工期～9/11

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月25日入札分

・市本所庁舎非常用電源自家発電機設備整備工事(繰越明許)（馬場町9番25
号）（入札10業者）
荘内配電管工(株) 32,750,000円（33,240,000円）工期～10/5（落札率98.53％）
・市文化会館改築外構設備工事（馬場町11番1）（入札10業者）
(有)斎藤電気工事店 11,200,000円（11,570,000円）工期～9/20（落札率96.80％）
・市文化会館改築外構工事（馬場町11番1）（入札13業者うち5業者辞退）
(株)鈴木工務店 114,000,000円（115,600,000円）工期～9/20（落札率98.62％）

年
目
を
迎
え
た
田
植
え
交
流
会

20
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
と
横
浜
の
保
育
園
が
交
流
会

農
事
組
合
法
人
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
光
雄

組
合
長
）
と
横
浜
市
の
苗

場
保
育
園
・
緑
園
な
え
ば

保
育
園
と
の

年
目
を
迎

20

え
た
田
植
え
交
流
会
が
５

月

日
、
藤
島
地
区
な
ど

27
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
行
は
園
児
・
小
学
生

が

人
と
保
育
士
・
保
護

50
者

人
の
総
勢

人
。
大

25

75

型
バ
ス
２
台
で
昼
過
ぎ

に
、
産
直
施
設
・
楽
々
に

ら

ら

到
着
。

「
お
帰
り
な
さ
い
」「
た

だ
い
ま
」
と
挨
拶
す
る
ほ

ど
の
縁
の
人
も
。
田
植
え

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
組

合
員
と
園
児
が
対
面
し
、

一
緒
に
昼
食
を
食
べ
、
田

植
え
会
場
の
長
沼
地
区
の

山
下
安
善
さ
ん
の
田
ん
ぼ

へ
。園

児
は
「
ぬ
る
ぬ
る
す

る
」
と
声
を
あ
げ
、
田
ん

ぼ
に
足
を
と
ら
れ
な
が

ら
、
生
産
者
が
苗
を
手
渡

し
し
、
一
緒
に
田
植
え
。

一
時
間
余
り
で
田
植
え
は

無
事
終
了
し
、
山
下
さ
ん

へ
園
児
か
ら
「
田
ん
ぼ
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
案

山
子
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

一
行
は
温
泉
施
設
で
お

風
呂
に
入
り
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊

し
、
組
合
員
と
の
夕
食
交

流
会
、
翌
日
は
西
川
町
の

月
山
自
然
博
物
園
周
辺
の

散
策
へ
。

田
植
え
交
流
会
に
は
、

菅
井
巌
市
議
と
加
藤
鉱
一

市
議
が
組
合
員
と
し
て
参

加
し
、
園
児
や
関
係
者
と

交
流
を
深
め
あ
い
ま
し

た
。

園児・保護者たちと一緒に田植え


